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1.　 編集にあたって

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミッ
クにより，私たちの生活は大きく変化いたしました．企業
活動や教育活動においては，テレワークやオンライン授業
の導入が急速に進みました．対面やオンラインだけではな
く，両者を組み合わせたハイブリッドという異なる活動形
態が，感染状況に応じて柔軟に選択されるようになりまし
た．これは，これまでの対面によって制限されていた私た
ちの活動の幅を広げたと言えます．
一方で，オンラインやハイブリッドを支えるネットワー

ク運用管理技術も複雑化しており，より高品質な運用が求
められています．それに伴い，運用者や管理者，利用者の
物理的または心理的な負担も増加しています．
本特集号では，COVID-19が世界的に収束することを願

いつつ，運用者や管理者，利用者すべての方々の well-be-

ingを目指すネットワーク運用管理技術に焦点を当てまし
た．運用者や管理者，利用者すべてが「身体だけではな
く，精神面・社会面も含めた健康」を意味する well-being

な状態を志向し，これからの情報通信基盤の構築および活
用に向けた最新の研究，開発，実験，運用などに関するプ
ラクティス論文を掲載しています．

2.　 本特集の論文について

本特集では，3編の投稿論文を掲載しています．
福田豊氏らによる投稿論文「新型コロナウィルスによる

パンデミック影響下での無線 LAN整備と AP設置準備の
工夫」では，2022 年度の後半に，筆者らの大学が
COVID-19の影響でネットワーク機材の入手が困難になる
状況の中，キャンパス内に 100台規模のアクセスポイント
（AP）を導入し，またそれに伴う配線工事を行った経緯が
述べられています．この取り組みで，APのキッティング
を非常に短期間で実施し，約 2週間かけて配線工事と AP

の設置を完了しました．この際の AP設置箇所の選定，現

地調査，調査結果に基づく設置箇所の最終決定，APや
PoEスイッチングハブの手配，キッティング時の工夫点
について詳しく報告しています．
豊田安信氏らによる論文「Multipath Transport Proto-

colを用いた SRv6 BGP Egress Peer Engineeringによる高
品質・高信頼なコンテンツ配信」では，コンテンツ事業者
（CSP）がサービス品質を改善するための手法が述べられ
ています．サービス品質を改善するためには，通信品質の
良い経路を選択することが重要です．しかし，BGPを用
いる CSPでは，BGPに品質を示すパラメータがなく，
BGP経路の性能評価と選択が困難であり，さらにはコン
テンツによって要求される品質が異なるため，品質に基づ
いた経路の選択が難しいという問題がありました．本研究
では，新たな制御機構を定義し，「Multipath Transport 

SRv6-EPE Suite」という実現手法を提案しています．通
信品質の変動を想定したテストケースでは，障害があって
もサービスが途切れることなく配信できることを確認さ
れ，国内外の ISPを用いた評価実験では，スループット
の改善もみられています．
滝聖子らによる論文「SECIモデルに基づくオンライン
力覚技能伝承支援システムの開発」では，オンライン力覚
技能の伝承を支援するための手法について述べられていま
す．日本では高齢化に伴い熟練者の減少が進み，技能伝承
の問題への解決策が求められています．ARや VRを用い
た教育法にも注目が集まっていますが，力覚技能に関する
研究はまだ十分ではありません．本稿では知識創造のプロ
セスである SECIモデルに基づき，オンラインで力覚技能
を習得するためのシステムを構築し，実験結果を比較する
ことで，SECIモデルが非熟練者の力覚技能習得にどのよ
うな効果があるのかが考察されています．またその結果，
「表出化」プロセスが作業時間を減少させ，「共同化」プロ
セスが力覚技能の伝承および習得に効果があるという傾向
が示されました．
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